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Mkrtich  
Tonoyan
ϛΫϧςΟνɾτϊϠϯ

　これまでの日本への旅は、私の人生を変わるような経験となってきた。
日本への初めての滞在は2014年で、レジデンスのアーティストとして、リサ
ーチを行うために遊工房アートスペースから招待された。1ヶ月間の東京で
のレジデンシーのあいだには、気のいい人々や素晴らしい日本のアーティ
ストたち、芸術の専門家たちに会う機会、いくつか日本のマイクロレジデン
シーを訪れる機会を持てた。女子美術大学を訪れ、日沼禎子氏と出会い、そ
して陸前高田を訪れた。その時に、岩手の被災地におけるマイクロレジデン
スプログラムについて学び、その町は陸前高田市と呼ばれ、事実、街自体は
津波の後のため存在しておらず、いまだ再建と復旧の経過の途中であった。
そのプログラムはどのように組み立てられ、どのような方法で彼らが、トラウ
マ後の癒しのための社会的ツールとしてアートを利用するのか、私は彼らの
レジデンスプログラムを学ぶための陸前高田への遠征へと加わった。これ
は、1988年のひどい地震によって壊滅した町、被災地であるアルメニアのギ
ュムリ市でアートイベントを企画した経験のある私にとって、とても興味のあ
る主題だった。私も、彼らの目的と似ており、どのようにトラウマ的経験を受
けた場所においてアートが運用されるのかという探求を目的として、ギュム
リで国際的なアートイベントとレジデンシーを組織してきた。
　その訪問の以来、陸前高田について考えることを止めることができなかっ
た。この傷ついた町を見たこと、それについて感じたこと、その経験が私を
深く揺り動かし、そしてアートが癒しのその過程のなかで大きな力になりえ
ることを信じ続けさせる。2019年には1ヶ月間、日本人アーティスト小牟田悠
介と一緒に日本のスタイルの家で共同生活しながら、完全に資金提供され
たリサーチレジデンシーに招待されるとても幸運な機会を得た。陸前高田
で幾人かの人々は既に知っていたし、それによって生産的な活動ができうる
だろうと自信があった。今回は阿部史恵に出会い、彼女が日々のレジデンシ
ーを管理し、移動の手助けや、岩手の他の町々の案内、通訳やすべての日々
の要求を手助けしてくれた。
　私にとってそれらは素晴らしい文化的交流だった。岩手の風景、伝統的な
日本の食事そして料理することの創造性、特に「海苔」と海苔と使うことがで
きるあらゆる素材から作品制作の着想を得た。私は海苔をアートのメディウ
ムとして着目した。私のインスタレーションでは、それを使うのみならず、折り
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"SU�3FTJEFODZ�PG�3FJODBSOBUJPO
.LSUJDI�5POPZBOʗ�7JTVBM�"SUJTU�ʦ"SNFOJBʧ

5IF� pSTU� UJNF� *� WJTJUFE� UP� +BQBO� XBT� JO� ����� UP� VOEFSUBLF�
SFTFBSDI�BT�BO�BSUJTU�JO�SFTJEFODF�BU�UIF�JOWJUBUJPO�PG�UIF�:PVLPCP�
"SU� 4QBDF�� %VSJOH� NZ� POF�NPOUI� SFTJEFODZ� JO� 5PLZP
� *� IBE�
DIBODF�UP�NFFU�HPPE�QFPQMF�BOE�XPOEFSGVM�+BQBOFTF�BSUJTUT
�BSU�
QSPGFTTJPOBMT�BOE�WJTJU�TFWFSBM�.JDSPSFTJEFODJFT�JO�+BQBO��*�WJTJUFE�
+PTIJCJ� 6OJWFSTJUZ
� NFU� 5FJLP� )JOVNB� BOE� WJTJUFE� 3JLV[FO�
5BLBUBʜ�*�MFBSOFE�BU�UIBU�UJNF�BCPVU�B�.JDSPSFTJEFODF�QSPHSBN�
JO�B�EJTBTUFS�BSFB�PG�*XBUF
�BOE�B�DJUZ�DBMMFE�3JLV[FO�5BLBUB
�UIBU�
JO�GBDU�EJEO`U�FYJTU�EVSJOH�UIBU�UJNF�BGUFS�UIF�5TVOBNJ�BOE�XBT�
TUJMM�JO�UIF�QSPDFTT�PG�SFCVJME�BOE�SFDPWFSZ��*�KPJOFE�BO�FYQFEJUJPO�
UP� 3JLV[FO� 5BLBUB� UP� MFBSOJOH� NPSF� BCPVU� UIFJS� SFTJEFODZ�
QSPHSBN
� IPX� JU� JT� PSHBOJ[FE� BOE� JO� XIBU� XBZT� NZ� +BQBOFTF�
DPMMFBHVFT�BSF�VTJOH�BSU�BT�B�TPDJBM�UPPM�GPS�QPTU�USBVNBUJD�IFBMJOH��
5IJT�JT�B�TVCKFDU�PG�HSFBU�JOUFSFTU�UP�NF
�BT�*�BMTP�IBWF�FYQFSJFODF�
PG�BSU�FWFOUT�JO�UIF�EJTBTUFS�BSFB�PG�(ZVNSJ�JO�"SNFOJB
�B�DJUZ�
UIBU� XBT� EFWBTUBUFE� CZ� B� UFSSJCMF� FBSUIRVBLF� JO� ������ *� IBWF�
PSHBOJ[FE� JOUFSOBUJPOBM� BSU� FWFOUT� BOE� SFTJEFODJFT� JO� (ZVNSJ�
XJUI� B� TJNJMBS� QVSQPTF� PG� FYQMPSJOH� IPX� BSU� DBO� CF� VTFE� JO�
MPDBUJPOT�PG�USBVNB�

4JODF� UIBU� WJTJU� pSTU� *� DPVME� OPU� TUPQ� UIJOLJOH� BCPVU� 3JLV[FO�
5BLBUB��5IF�FYQFSJFODF�PG�TFFJOH�BOE�GFFMJOH�UIJT�XPVOEFE�DJUZ�
NPWFE�NF�EFFQMZ
�BOE�*�DPOUJOVF�UP�CFMJFWF�UIBU�BSU�DBO�CF�CF�
QPXFSGVM�GPSDF�JO�UIF�QSPDFTT�PG�IFBMJOH��*O������*�IBE�BOPUIFS�
PQQPSUVOJUZ� UP� WJTJU� CVU� UIJT� UJNF� *� XBT� MVDLZ� FOPVHI� UP� CF�
JOWJUFE� GPS� POF� NPOUI� GVMMZ� GVOEFE� SFTFBSDI� SFTJEFODZ
� XJUI�
+BQBOFTF� TUZMF� IPVTJOH
� TIBSFE� XJUI� B� +BQBOFTF� BSUJTU� :VTPLF�
,PNVUB��*�LOFX�TPNF�QFPQMF�UIFSF�BMSFBEZ�BOE�JU�HBWF�NF�NPSF�
DPOpEFODF�UIBU�UIFSF�XPVME�CF�B�QSPEVDUJWF�PVUDPNF��5IJT�UJNF�
*�NFU�'VNJF�"CF
�XIP�XBT�NBOBHJOH�UIF�SFTJEFODZ�BOE�BTTJTUJOH�
VT� UP�OBWJHBUF�PVS�XBZ� BSPVOE
� JOUSPEVDJOH�PUIFS� *XBUF� DJUJFT
�
IFMQJOH�XJUI�USBOTMBUJPO�BOE�BMM�PVS�EBJMZ�OFFET��

*U�XBT�BO�JODSFEJCMF�DVMUVSBM�FYDIBOHF�FYQFSJFODF�GPS�NF��*�GPVOE�
JOTQJSBUJPO�JO�UIF�*XBUF�MBOETDBQF�BOE�UIF�DSFBUJWJUZ�PG�USBEJUJPOBM�
+BQBOFTF�GPPE�BOE�DPPLJOH
�QBSUJDVMBSMZ�bOPSJ`�BOE�FWFSZUIJOH�UIBU�
JT�QPTTJCMF�UP�NBLF�XJUI�JU��*�MPPLFE�BU�OPSJ�BT�B�NFEJVN�GPS�BSU��
*�NBEF�BO�JOTUBMMBUJPO�VTJOH�JU�BT�XFMM�BT�USZJOH�NZ�IBOE�BU�PSJHB�
NJ� BOE� +BQBOFTF� WJTVBM� BSUT
� QBSUJDVMBSMZ� BRVBSFMMF� QBJOUJOH� PO�
XPPE
� BOE� UIF� bLBOKJ`� TZTUFN�PG�XSJUJOH��.Z� SFTFBSDI� JO� UIFTF�
QIFOPNFOB�ESFX�NZ�NJOE�CBDL�JO�UJNF�UP�QBTU�NJMMFOOJB
�XIFO�
IVNBOT�TUBSUFE�UP�UIJOL�BCPVU�SFDPSEJOH�FWFOUT�BOE�TUPSZUFMMJOH
�
QBTTJOH�JOGPSNBUJPO�UP�PUIFST�BOE�UIFJS�OFYU�HFOFSBUJPOT�UIPVHI�
DBWF�ESBXJOHT�BOE�DBSWJOHT�UIBU�XF�OPX�LOPX�BT�bQFUSPHMZQIT`��*�
XBT�TVSQSJTFE�UP�pOE�UIF�TJNJMBSJUZ�CFUXFFO�UIF�QFUSPHMZQIT�JO�
NZ�DPVOUSZ�BOE�"TJB�.JOPS� JO�HFOFSBM
�BOE�UIF�POFT�GPVOE�JO�
+BQBO��*�JNBHJOFE�UIBU�JG�BO�BODJFOU�"SNFOJBO�USBWFMMFE�UP�+BQBO�
BOE�TBX�UIFTF�TUPSJFT�PO�SPDLT
�IF�XPVME�SFBE�BOE�VOEFSTUBOE�UIF�
NFBOJOH�XJUIPVU�LOPXJOH�+BQBOFTF�BOE�WJDF�WFSTB��#VU�OPX�JU�JT�
JNQPTTJCMF� GPS� BO�"SNFOJBO� UP� SFBE� +BQBOFTF�XSJUJOH� UIF� pSTU�
UJNF�IF� TFFT� JU
� BOE� MJLFXJTF� GPS� B� +BQBOFTF� UP� SFBE�"SNFOJBO�
XSJUJOH��

*� TIPXFE�XPSLT� JO�QSPHSFTT�EVSJOH�PQFO�TUVEJP�EBZ
� GSPN�UXP�
QSPKFDUT� JOJUJBUFE�EVSJOH� UIF� SFTJEFODZ�� *�NBEF� TLFUDIFT�PG� UIF�
TJNJMBSJUJFT�CFUXFFO�QFUSPHMZQIT�GSPN�PVS�EJ⒎FSFOU�QBSUT�PG�UIF�
XPSME
�*�DBTU�UIFN�JO�DPODSFUF�BOE�EFWFMPQFE�B�QSPQPTBM�UP�JODPS�
QPSBUF�UIFN�JOUP�UIF�qPPS�JO�UIF�DPNNVOJUZ�DFOUFS�PG�3JLV[FO�
5BLBUB
�TUJMM�VOEFS�DPOTUSVDUJPO��*�BMTP�XPSLFE�PO�B�WJEFP�QSPKFDU
�
B�EPDVNFOUBSZ�pMN�DBMMFE�3PMM�$BMM�UIBU�*�MBUFS�TVCNJUUFE�GPS�B�
HSPVQ�TIPX�JO�5PLZP�DBMMFE�$PMMFDUJPO�PG�3FDPMMFDUJPOT�

*� IBWF� NBOZ� JNQSFTTJPOT� BOE� DPOTJEFSBCMF� SFTFBSDI� NBUFSJBM�
HBUIFSFE�EVSJOH�NZ�UJNF� JO�3JLV[FO�5BLBUB�UIBU�*�DPOUJOVF�UP�
EJHFTU�UIPVHI�B�OVNCFS�PG�DVSSFOU�QSPKFDUT��*�BN�XPSLJOH�PO�B�
WJEFP� OBSSBUJWF� BCPVU� NZ� SFTJEFODZ� FYQFSJFODF� JO� 3JLV[FO�

5BLBUB
�FYQMPSJOH�UIF�DPODFQU�PG�UIF�bTFMpF`
�BOE�EPDVNFOUJOH�UIF�
MJGF�DIBOHJOH�FYQFSJFODF�PG�UIF�SFTJEFODZ��
.Z�+BQBOFTF�IFBSU�XJMM�CSJOH�NF�CBDL�UP�+BQBO
�BOE�*�BN�B�DSFBU�
JOH�MJUUMF�+BQBO�JO�NZ�IPNF�DPVOUSZ
�UISPVHI�IPTUJOH�NZ�GSJFOET�
GSPN�+BQBO�BOE�JOUSPEVDJOH�UIFN�UP�PVS�"SNFOJBO�DPNNVOJUZ��
(PPE� MVDL�XJUI�3JLV[FO�5BLBUB� SFTJEFODZ
� JU�IBT� B� TUSPOH�BOE�
QPXFSGVM�DPODFQU
�MFBEJOH�TPDJBM�QSPHSFTT�BOE�DIBOHF
�IFMQJOH�UIF�
XPVOET�UP�IFBM�

ミクルティチ・トノヤン／ミクルティチのアートの実践は、現在のこの世界の構造に対す
る反対意見の表明、またそれを変えるための試みである。コンセプチュアル・アートの
分野のなかで、アルメニアではAlexander Melkoyanによってつくられた『ミリタリー・
アート』の方向性を追求し、彼の初期の活動の段階では彼の手助けを借りて行われて
きた。

.LSUJDI�5POPZBO���.LSUJDI`T� BSU� QSBDUJDF� JT� B� EJTBHSFFNFOU�XJUI� UIF�
OPXBEBZT�XPSME�TUSVDUVSF�BOE�BO�BUUFNQU� UP�DIBOHF� JU��$PODFQUVBM�BSU�
HBWF�IJN�UIF�DIBODF�UP�UBML� MPVEFS�BOE�BOOPVODF�BCPVU�NZ�JEFBT�BOE�
QPTJUJPO
� DPNJOH� PVU� GSPN�IJT� MJGF� FYQFSJFODF�� *O� DPODFQUVBM� BSU� IF� JT�
GPMMPXJOH� �.JMJUBSZ� "SU�� EJSFDUJPO
� XIJDI� JO� "SNFOJB� XBT� GPVOEFE� CZ�
"MFYBOEFS�.FMLPOZBO
�BOE�IJT�pSTU�TUFQT�XFSF�EPOF�XJUI�IJT�IFMQ��
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Yusuke  
Komuta
খໂా༔հ

　陸前高田のけんか七夕・動く七夕には1000年以上に渡って受け継がれる
祈りのかたちが潜んでいて、それは今も多くの人を魅了しているのではない
だろうか。陸残高田の七夕に興味をもち2019年の夏に参加した。その後、陸
前高田AIRで30日間滞在した。合わせて5ヶ月間ほどこの地のことを心に留
めることで、根源的な表現のあり方を見つめ直す機会となった。
　陸前高田には、強い絶望と憤り、現実に対して、健やかな欲望、まっすぐな
夢で対抗する大人たちがいた。それぞれの生命力は、一人一人の力を越え
て、大きな表現となっている。この期間、気仙地方で出会った全てのことは力
強く、人間くさく、魅力的だった。たくさんのものを失ったことで、生み出され
る想像力の光は強く、遠くまで届いているようだ。まっすぐな欲望が想像力
を生み出している。初めてこの地を訪れた時とこれからも変わらない気持ち
で向き合うつもりだけれど、そのあまりにも突き抜けた個性達は星のように
輝いていて、率直に驚いた。そんな風にどうしたらなれるの？というくらいの
光り方。震災から9年を経た今だからこそ知ることができた。この世界はフィ
クションを越えたドラマが生まれているんだということ。そのことに出会えた
喜び。自分の住んでいる街の魅力も知らない自分が、陸前高田の魅力をに
わかに語る資格がないことはわかっているつもり、だけれど出会ったからこ
そ、それが世界のどこだろうとそのことに向き合うことにした。その突き抜け
た欲望の先が見たい。
　陸前高田には素晴らしい大人たちがいる。その人たちがバチを高らかに
、太鼓を鳴らし続けている。なら自分も負けじと響き返さないといけない。対
等に響き会えることはできないとしても、まずできることは、その素晴らしい
生き方に憧憬の念を持ち、過去を省察しながらも、自分なりの応答をする。
まずはトレーニングとして自らも欲望を解放しようじゃないか。と思い立ち、
七夕に想いをのせ、自分の願いと欲望を100個、書き連ねることにした。地
元の先生のご好意と縁で、陸前高田の高校生にも付き合ってもらい、一人
100個ずつ書き出してもらった。それを竹に結えてぶつけ合った。回転してぶ
つかり合う“願いごと”たちは、時期のずれたこの場所で、何かを立ち上げる

ことができたのかどうか。少なくとも私にとってのこれまでと、これからを繋
ぐ新たな探究が始まった。
　陸前高田のけんか七夕は、人々の様々な感情が集まり、集積し、ぶつかり
合い生まれる祭りだ。独自の抽象的な形態に惹かれてこの祭りに参加した。
900年続いているとも言われている。この地方はもともと玉山金山の関係で
京都との繋がりが強かったようだ。けんか七夕の原型である「むかし七夕」
の特徴的な炎を連想させるとんがったフォルムは、祇園祭の山鉾に由来が
あるらしい。京都の祇園祭の起源はというと、864年の富士山の噴火や、869
年の貞観(じょうがん)地震など、度重なる災厄を払うため、矛を立てた山車
を当時の国の数である66基作り、市中を練り歩いたのが始まりだ。祇園祭
は令和元年で1150年目となった。1000年以上続く祈りの祭り。そして祇園
祭から陸前高田の七夕へと山車の形は伝承され、人々に受け継がれていっ
た。のではないか。山車の形は人々が継承した「祈りのかたち」といえる。
　AIRの初めに興味のきっかけとなったのは、2011年の東日本大震災の年
の8月7日の一枚の写真。瓦礫のまだ残る中でたった一基を飾り付けて灯り
をともして練り歩いた陸前高田の七夕の画像だ。この情景がどうしてこれほ
ど印象深いのか。現代に生きる人々が以前と同じように衝動に駆られ、直面
する現実とその中で祭りが出来たという喜びを体一杯で感じている様子を
見ると心が揺さぶられる。哀しみと喜びの強い両義性が、“物”と“事”に集結
する様は、そういった機能を受け持つ祭りの本質であり、生きていく人の技
術として、根源的な表現の力なのだと実感した。感情の集積によって生まれ
た山車は、アブストラクトな形となって光を放ち、言葉を超えて、時間を超え
てメッセージを放っていた。この初めに受けた感覚は、長い歴史が培い、証
明しているのだという実感に至った。

小牟田悠介/京都造形芸術大学で絵画と造形を学び、東京藝術大学先端芸術表現科
を修了。折り紙の展開図を絵画にした《Plane》シリーズや、回転する残像によって立体
を作り出し、正逆回転を繰り返す《REVERSE》など、平面と立体の関係を行き来しなが
ら、絵画とインスタレーションを行う現代アーティスト。近年ではミラーを使った空間に
おいて鑑賞者の視線をテーマとし、見ることについて考察する作品を展開している。

Artist ��

1000年受け継がれる祈りのかたち。七夕、100の祈り、欲望のかたち。
小牟田悠介／ ヴィジュアルアーティスト ［日本］
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東北画は可能か？／ 東北芸術工科大学チュートリアル ［山形］

　東北画は可能か?の活動が始まり10年もの月日が経ちます。
2009年に旗揚げされ、日本のアートシーンの外縁に位置する東北
から、日本の、東北のアートシーンを考えるという挑戦状のような形
で制作や対話が進められてきました。その直後、2011年に東日本大
震災が起こり、私たちが抱えていた「東北」という言葉は、これまで
とは違う側面を持つようになりました。こうした文脈の中で、大きな
被害を受けた陸前高田でのアートインレジデンス参加が決まったと
き、私たちは一体何をカタチ取ればいいのだろうか?という不安を
どこかで感じていました。
　訪れてみると、10年近く経ってなお終わっていない工事、どうして
も目に入る被害の痕跡がある一方で、陸前高田への関心がより強
く芽生えて行きました。けんか七夕、気仙大工や気仙言葉などの初
めて出会う文化、そして何より交流したさまざまな方々の「何かやっ
てやろう」という強い意思に、東北における陸前高田のレイヤーを
見ることができました。
　それまで感じていた、「東北」=「震災」のバイアスに絡めとられて
いたのは、実は私たちだったのかもしれません。レジデンスでの経
験は「何をカタチ取るのか」というのが問題なのではなく、「何を見
ることができるのか」が重要な視点となっていきました。
　そうしてできたのが活動絵巻物の作品でした。共同制作を普段か
ら行う私たちなりの共同絵日記です。旧横田小学校の教室を一周
するほどの長い紙に、10人のメンバーがそれぞれ観て、聞いて、感
じたことを絵と言葉にして、毎日書き連ねて行きました。
　描いていく上で、プログラムコーディネーターの阿部さんに連れ
て行っていただいた場所やお話していただいたことを毎晩メンバ
ーと遅くまで語り明かしたことは、考えや想いを具体的にするため
の良いプロセスでした。そして何より楽しかった思い出でもあります
。メンバーそれぞれが異なった価値観を持ち、バラバラだからこそ、
共有し再構築していくのが「東北画は可能か?」の制作過程でもあり
ます。
　しかし、10日間の短い滞在、12月のトークイベントは、ある意味私
たち東北画に向けた宿題でもありました。畠山さんからの「東北画
とはなんなのか?」という問い、共同制作をすることについて。滞在

をしながら陸前高田の風景を見ていると、「東北」という言葉では 
括ることのできない幾重にもなる固有性を無視することはできませ
んでした。私たちがこの場所を通して「東北」という大きなイメージ
へとどう組みなおし描いていくのか?その必要があるのか?改めて
襟を正さずにはいられません。
　こうした交流や出会いに恵まれて大変勉強になりました。きっか
けを与えてくれた皆さんには感謝しきれません。本当にありがとう
ございました。ですが、今回の滞在は他のアーティストの皆さんのこ
とが羨ましいと感じるほどに、私たちの出会いはごく限られたもの
でした。もし機会があるのなら、もっと時間をかけて交流をし、私た
ちが見つけた「陸前高田」と「東北」をより一層深く考え、作品にして
いきたいと思っています。そして何より皆さんにまたお会いし、たくさ
んのお話しできたらなと、心から願っています。

東北画は可能か？／2009年に東北芸術工科大学の日本画コース教員三瀬夏之介と
洋画コース教員鴻崎正武によって旗揚げされた「東北」におけるアートの在り方を模索
するチュートリアル活動。その活動内容は大きく分けて次の3つ。同じサイズとフォーマ
ットで構成される「東北」をテーマとしたメンバーの個人作品群。もうひとつはメンバー
で共同制作された、絵画および立体作品。そして展覧会、である。東北画はこれからも、
東北的なイメージを、言葉と形にしていくことで、その在り方を探求し続けるだろう。

Artist �� 私たちの「これまで」と「これから」の景色



�೔ ����೥�݄ߦൃ
ձࣾࣜגͳ͔͍ͭ͠ະདྷ૑଄ ߦൃ

 ฤू੹೚ऀ ೔পఓࢠɺদࢁ൏

ྗڠ
 

ઃݐձࣾ௕୩઒ࣜגɺࣨڀݚҬྖݱඒज़େֶ�Ξʔτϓϩσϡʔεදࢠঁ

 

ԉޙ ཮લࢢాߴ
ྗڠ ʢऀॱෆಉʣ Ѩ෦ͻ͔ΓɺѨ෦ܙ࢙ɺѨ෦༝உɺؠखཱݝ཮લߍߴాߴɺେધ౉ΧτϦοΫڠձɺՏ໺࿨ٛࠤɺ ౻Ұߴࢬɺ ాྌ༑ձɺా ࡚ඈௗɺా ࡚መɺా ࡚ඒ୅ࢠɺಛఆඇӦར׆ಈ๏ਓύΫτɺിࢁ௚࠸ɺ
 
 
 ύϯ޻๪฼সɺ#-*44�%&4*(/�456%*0�	#.-BC


 
 

 

Published on March, 2020 
Published by Natsukashi-Mirai-Sozo, Co., Ltd.

 Editing Teiko Hinuma and Jun Matsuyama 

 Cooperation 
 

Field of Art Produce and Museum Studies Department of Cross-Disciplinary Art and Design Joshibi University of Art & Design and HASEGAWA CORPORATION

 Cooperators Hikari Abe, Fumie Abe, Yoshio Abe, 
 Catholic Ofunato Church,  
 
 Minoru Tazaki, Miyoko Tazaki, Naoko Tanesaka, NPO PACT
 Takata Ryoyukai, Naoya Hatakeyama, Bakery Gaganiko, 
 
 BLISS DESIGN STUDIO (BMLab)

 

 

ॿ੒

 

ฏ੒��೥౓�จԽி�ΞʔςΟετɾΠϯɾϨδσϯε׆ಈࢧԉۀࣄ

Supported by the Agency for Cultural Affairs Government of Japan in the fiscal 2019

In Association with City of Rikuzentakata


